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 新しい年が始まり、１ヶ月が経ちました。冬休みが明け、久しぶりに会った子ども

たちは更に大きくなったように感じました。早いもので今年度も残り少しですが、 

元気いっぱいに過ごしたいと思います。今年もよろしくお願い致します。 

 

 発表会に向け、練習を頑張りました。普段からＣＤを流すと一緒に歌ったり、 

手遊びを楽しんだり、音楽が大好きな子どもたち。そんな姿を見て、りす組の発表は

普段から楽しんでいる『てをたたきましょう』の手遊びと、『サンサン体操』、そして

一人一人の名前を呼んで返事をする姿を見てもらおうと考えました。初めは、お部屋

から練習を始め、少しずつホールでも他のクラスのお兄さんお姉さんにお客さんを 

してもらって練習をしました。部屋では元気よく返事や手遊びをしていた子も、 

見られていると緊張や恥ずかしさもあり、固まってしまう姿も見られました。しかし、 

練習を繰り返していく中で緊張もほぐれてきて、元気に取り組んでくれることが多く

なってきました。今年の発表会は参観がなくなってしまい残念ですが、その分普段の

子どもたちの様子を見て頂けると思いますので、映像を楽しみにしていて下さい。 

〇エピソード〇 

 玩具で遊んでいた時、Aくんの鼻水が出ていたので、膝の上に座って一緒に遊んでいた

Bちゃんに、「Aくん鼻水出てるから拭いてくるね」と声をかけると、Bちゃんも立ち 

上がりティッシュの方へ走って行きました。もしかして B ちゃんが拭いてくれるのかな

と思い、ティッシュを取ってあげると箱ごとAくんのところに持って行きました。 

しかし、Aくんは気が付きません。どうするのかなと見ていると、Bちゃんは近くにいた

保育教諭に「ん。」とティッシュを渡し、Aくんの鼻水を拭いてあげてと訴えていました。 

 

☆Bちゃんは普段から自分の鼻水が出ているのが分かると「ん。」と鼻を指さしたり、 

ティッシュに手を伸ばして取ろうとしたりして、鼻水が出ていることを教えてくれます。 

また、ティッシュを取ってあげると自分で拭こうとする姿も見られます。 

この時もAくんの鼻水が出ているのを見て、「ティッシュで拭かないと」と思い 

取ってあげようとしたのが分かります。 

最後は拭いてあげるのではなく、保育教諭に渡していましたが、 

鼻水が出たら拭いて綺麗にすると気持ちがいいと知っていて、 

お友達の為にティッシュを取ってきてあげるという優しさに 

感心しました。 

 

〇絵本の紹介〇 

『てをたたきましょう』 

           発表会で披露する手遊び歌の絵本です。 

手をたたいたり、足踏みしたり、笑ったり、怒ったり、 

泣いたり、いろいろな動きや表情を見ることができ、 

それらをしっかり表現してくれる子どもたちの姿が 

可愛らしいです。 
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